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山口大学

身賦遂響学玄二細ズンシー
(題字:丸本学長)

Y.U.News

山口大学留学生センター長

服部幸夫

昨年4月から留学生セン

ター長を務めております服部

です。医学部保健学科に所属

しており、数年前からその

国際交流委員(長)、そして昨年より大学の国際

戦略室の主事を務めて国際関係にはある程度慣れ

ているつもりでした。しかし、実際に留学生セン

ターの仕事に関わってみると大学の行事が次々に

押し寄せ、驚いております。センターはセンター

長以外に、8名の教員(主として共通教育担当の

日本語、外国語教員)、6名の主事から成り立っ

ており、それを優秀な事務組織(留学生支援室)

がしっかりと支えています。留学生センターは留

学生の受け入れや世話だけでなく、日本人学生の

海外への送り出しも行っている実働部隊です。一

方、山口大学には同じ国際関連の部局として、国

際戦略室があり、主に国際戦略を企画し打ち出し

ています。この2つの組織は緊密な連携を取り

合って、山口大学の国際化の進展を図っていく役

割を担っています。

ところで、大学教員は何らかの研究とともに生

きる宿命にあります。研究を公表(学会発表、論

文発表)するとそれに興味を持つ国内外の人との

コミュニケーションが「必然的」に生じます。

海外からのコンタクトは、拒絶しない限り留学者

(研究者・学生)の受け入れ、逆に国内からの海

外への送り出しという形に発展していきます。裏

返すと、学部によって温度差があるでしょうが、

海外との交流が少ない研究室は研究/教育の活性

が低いと言っても過言ではないかもしれません。

特に21世紀は、グローバルな意識、グローバルな

活動抜きでは語られない時代だと認識しておりま

す。一方、世界の大学の評価には研究論文だけで

なく、留学生の数や派遣数、更には外国人教員の

比率などまで含まれています。指導留学生を受け

持っていることは、そのまま大学の評価に貢献し

ていることになります。山口大学にも教員(ある

いは学部)の研究、専門性に興味を持つ研究者や

学生が世界中から来学しています。たとえ、その

触れ合いが僅かなものであったとしても、他の研

究者や学生に教えを請われるのは、研究者である

TheDirectoroftheInternationalStudentCenter

ofYamaguchiUniversity

Dr.YukioHattori

LastApril,Iwasappointedasthedirectorof

theInternationalStudentCenterofYamaguchi

Universit)乙

IbelongtotlleDivisionofHeal廿1Science,Yarnaguchi

UniversityandIhavebeenthechairpersonofthe

IntemationalCross-CUIturalCommitteeforafewyears

andthemanageroftheOfficeofGlobalStrategyfora

year.SoIthoughtthatIwasaccustomedtointema廿onal

relationstosomedegree.However,nowIamsurprised

attheamountofuniversityeventsofthelntemationaI

StudentCenter.Inthiscenter,thereare8professors

(mainlyteachingJapaneseorforeignlanguagesof
generaleducation)and6managersTheIntemational
StudentSupPortOfficeprovidesfullsupPortforthis
InternationalStudentCenter.IntheInternational

StudentCenter,notor且ydowereceiveandtakecareof

internationalstudents,butJapanesestudentswhoare

goingoverseasaswellYamaguchiUniversityalsohas廿le

O租ceofGlobalStrategy,whichmainlyplansandcarries

outtheglobalstrategiesThesetwoorganizadonscarry

thedevelopmentofInternationahzationofYamaguchi

UniversityontheirshoUlders

Bytheway,professorsintheuniversityarerequired

todoresearch.Whentheypresenttheirresearchin

pubhc(paperpresentationattheacademicconference),
peoplewhoareinterestedintheresearchwilcontact
themfromaromdtheworld.Itisinevitablethatthis

willattractpeoplefromoverseas(researchers,students)
andcreateopPortunitiesforJapanesetogooverseasat

thesametime.Inotherwords,itisnott∞muchtosay

thatalittleforeigncommunicationhasmuchresearch

andeducationalactivit)乙Especiallyinthe21stcentury,

wefaceglobalizationonadailybasis.Theevaluationof

amiversity血cludesnotonlythenumberofpublished

papersbutalsothenumberofinternationalstudents

anddispatchandtheratioofforeignfacultiesetcHence,

thereceptionofinternationalstudentscontributesto

theeva!uationofauniversity.Researchersandstudents

whoareinterestedinaspecialtyintheresearchor

facUltycometoYamaguchiUniversityfromaroundthe

world.Eventhoughtherehadnotbeenmuchcontacts,
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大学教員として冥利に尽きるものではないでしょ

うか。人間ですから、それを負担に感じることも

あるかもしれませんが、大学教員としてのプライ

ドを失って欲しくないと思います。そして何よ

り、このような先生方をきちんと評価し、支援す

る姿勢が大学に求められます。

私は山口大学が大好きです。そして、留学生に

限らずその学生の瞳にアカデミックな輝きを見出

せた時が一番幸せです。「先生、勉強/研究ってこ

んなに面白かったのですね。」この台詞を口にす

る学生には無限の未来が広がっていることを実感

しています。

itishonorableandpleasureasresearchersthemselves

thatforeignresearchersandstudentscomeherein

searchofknowledge.Iknowthatsometimesitisa

burdenforthem,butIdonotwanttolosethedignity

ofthefaculties.Inmyopinion,theuniversityshould

evaIuateinapropermannerandsupportfacUlties,who

workhardtocommunicatewithforeigners

IloveYamaguchiUniversity,andIfeelveryhappy

whenstudents,notjustinternationalstudents,且ndthe

academicinterestintheirstudy.Irealizethereare

unlimitedpossibihtiesforstudentswhosay"Professor1
Whataninterestingsubject/topicofresearchitis1"

2010年7月12日(月)～8月6日(金)の約1ヶ
月間、台湾・中国・韓国・英国・マレーシアの5力

国・地域から44名の学生を迎え、山口大学日本語・

日本文化短期研修(サマープログラム)を開催しま

した。

プログラムの目的は次の3点です。①山口大学の

留学生数を増やす。

②日本語・日本文化

への理解を深める。

③参加者の日本語で

のコミュニケーショ

ン能力を高める。

特に、このプログ

ラムでは日本語を

使ってコミュニケー

ション能力を高めるために下記のような活動を取り

入れました。

①地域の方々の協力を得て、生の日本語に触れ

る機会を提供しました。(市場調査、小学校

訪問、日本料

理教室、美術館

訪問、NHK訪

問、茶道・華道教

室、マッダ自動

車工場見学、市

内見学、ホーム

ステイ等)
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②日本語教師以外の大学の教員による多数のミニ

レクチャーを開催し、大学の授業を体験しても

らうことができました。(上級クラス)

③各クラス(10人～12
人)に3人のチュー

ターを配属しまし

た。チューターに対

する参加者の評価

は極めて高く、参

加者もチューター

も国際交流の真の

意義を認識し相互

鳳

.騨受

＼

b

罵貯薪韓

爆

論麺

理解に対する意欲を深めていました。

また、参加者の母国の大学でこのプログラム

内容が高く評価され、いくつかの大学では既に

単位認定されたという報告を受けました。

WeheldaJapaneseandJapaneseCulture

SummerPrograminYamaguchiUniversityfrom

July12toAugust6,2010.44studentsfrom5

countriesandareas(Taiwan,China,SouthKorea,

UK,andMalaysia)participatedintheprogram.

Theaimsofthisprogramareasfollows:

1.Toincreasethenumberofinternationalstudents

inYamaguchiUniversity.

2.TodeepenbetterunderstandingofJapanese

andJapaneseculture.

3.ToimprovetheJapaneseproficiencyinthe

JapaneselanguageamongParticipants.

Especiallyinthisprogram,weorganizedthese

activitiestohelptoimprovetheirJapanese.

1.Weofferedthechancetoexperiencethefine

Japaneselifestyle.Thiswasincooperation

withthelocalcommunity.(Marketingresearch,
1ectureofJapanesefood,museumtour,NHK

tour,MAZDAfactorytour,citytour,visitsto

elementaryschoo1,lectureofteaceremonyand

且owerarrangement,andhomestay).
2.Werequestedfacultymembers(exceptfor
Japaneseteachers)toholdalotofmini-1ectures
(advancedclass).

3.Weassignedthreetutorsforeachclass(10to
12students).The

evaluationonthev.さ
tutorsattheendofthe'

sessionrevealedthat

thetutorswerevery

good.Bothparticipants

andtutorsrecognized
whatrealinternationalcommunicationisand

theywerehighlymotivatedtowardsthemutuaI

understanding.

Thisprogramwonimmensepraisefromthe

universitieswhereparticipantscamefromandwe

heardthatsomeuniversitieshadalreadyapproved

thisprogramasacredit.
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2010年10月24日(日)～11月1日(月)の9日

間、吉田キャンパスにおいて、「山口大学・中国山

東大学・韓国公州大学校3大学学生交流2010」を

開催し、公州大学校および山東大学からそれぞれ学

生5人と教員1人、本学から学生約25人と教職員3

人の合わせて約40人が参加しました。

このプログラムは、学術交流協定を締結している3

大学の学生が交流活動を通じて、お互いの価値観や

考え方について意見交換することで、東アジアの文

化理解、交流促進、平和理解への認識を高めること

を目的に、毎年

開催しているも

のです。

今回のプログ

ラムでは、日本

の歴史的建造物

の見学や、各国

の家庭料理を

作って食する、

三国料理実習などを実施し、学生たちは異文化理解

を深め、お互いの大学に対する認識を新たにし、ト

ライアングル的な友情を深めました。また、「私の

結婚観」というテーマでディスカッションを行い、

三ヵ国の若者が自身の結婚に対する考えを真剣に話

し合いました。

今後、それぞれの国の歴史や文化に対する理解が

深まり、今まで以上に活発な交流が期待されます。

FromOctober24,2010toNovemberl,2010,the

StudentExchangeProgramwasheldonYoshida

Campusfor9days.This

programisheldevery

yeartoincreasethe

culturalunderstandingof

EastAsiaandtopromote

culturalexchangeand

awarenessofpeaceunderstandingthroughthe

activitiesamong3universities.Theparticipants

wereapproximately40persons,each5student

andonefacultystafffromShandongUnivand

KongjuNaitonalUniv.and25studentsand3

facultystaffsfromYamaguchiUniv.

Visitinghistoricalarchitecturesandtrying

homecooking,studentsdeepenedcross-cultura1

OpiniononMarriage",

theirownopiniontothetopicearnestly.

Wehopethemtodeepenunderstandingabout

historyandcultureofeachcountryandtolead

furtherexchangeactivities.

understandingand

strengthenedtheir

multiplefriendshipsby

knowingofoneanother

universities.During

thediscussionof"My

youngstudentsshowed

2009年8月と12月に開催した「留学生就職支援

フェスタ・イン・山口」は、多くの企業・団体から

の参画をいただき、参加留学生数も2回とも100名

を越えました。本年度も「第3回留学生就職支援

フェスタ・イン・山口」を2010年6月11日(金)に

開催し、70名の参加者がありました。こうした留学

生就職説明会を大学単独で主催しているのは、日本

の高等教育機関では山口大学のみとなっています。

また、2010年度後期の共通教育科目の一つとして

スタートした「留学生のための日本企業文化理解講

座」は、日本の大学では類をみない画期的な試みと

して、全国的な注目を集めています。

「第3回留学生就職支援フェスタ・イン・山ロ」

には、パナソニック(株)、(株)トクヤマ、宇部

興産(株)より企業説明並びに外国人雇用の現状説

明があり、その後、各ブースに別れて個別面談があ

りました。日本企業で働くことを希望する留学生た

ちは、熱心に質問をしていました。また、山口大学

からだけでなく、徳山大学、山口県立大学、下関市

立大学等からも参加者があり、このフェスタが「大

Manycompaniesandgroupsparticipatedin"The

JobHuntingFairSpeciahzedinIhtemationalStudents

inYamaguchi"whichwasheldinAugustand

December,2009.Morethen100intemationalstudents

tookpartineachevent.70studentsjoinedthe3rdJob

HuntingFairSpecializedinInternationalStudentsin

YamaguchionJme11,2010.YamaguchiUniversityis

theonlyhighereducationalinstituteinJapanwhich

organizessuchacompanyinformationsessiononly

forinternationalstudents.The"LectureonJapanese

BusinessCultureforInternationalStudents"startedas

oneofgeneraleducationprogramin2010andhasbeen

paidattentioninJapanasaoutstandingattemptbya

JapaneseUniversity.

inthisJobHuntingFair,companyinformationsessions

andexplanationsabouttheongoingPresentstateof

foreignstaffemploymentweremadebyPanasonic

Co.TokuyamaCo.andUbeIndustris,Ltd.Afterthese

sessions,eachcompanyexplainedindetailattheirown

booths.Internationalstudentsintendingtogetajob
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学コンソーシァムやまぐち」の後援をいただいてい

る意味も見出せるようになりました。

山口大学留学生の日本企業への就職者数は、2008

年度までは毎年1～2名で推移してきましたが、

「留学生就職支援フェスタ・イン・山口」をスター

トさせた昨年度は8名が日本企業に就職し、本年度

はすでに11名の内定者を出しており、着実に成果を

上げていることが数字的にも証明されています。

しかし、日本企業への就職を希望しながらも、い

まだその夢を実現出来ていない学生も少なからず存
在します。そうした学生は、日本企業及び日本企業

文化への理解が不足している傾向にあります。加え

て、日本企業の側も留学生の現状への理解不足が見

受けられます。こうした現状を踏まえて、日本企業

と日本で学ぶ留学生に相互理解を深めてもらおうと

企画されたのが、「留学生のための日本企業文化理

解講座」です。本年度後期からスタートした授業の

講師陣には、(株)帝国ホテル、ヤフー(株)、ベネ

トン・ジャパン(株)、東洋証券(株)、パナソニッ

ク(株)等の日本を代表するブランド企業から、

東洋鋼飯(株)、宇部興産(株)、東ソー(株)、

(株)KRY山口放送等の地元優良企業が名を連

ね、毎回バラエティーに富んだ講義がなされていま

す。これにより相

互理解が深まり、

内定率のアップが

期待できます。受

講学生数は、留学

生が50名、日本人

学生の聴講が20名

程度です。日本人

学生と留学生の相

互理解の場となる

という思わぬ副産

:'1;.L

6

凋

物も生まれています。

上記の二つの試みに加えて、来年度から留学生の

日本語教育の中に、「ビジネス日本語」が加わりま

す。これをもって、山口大学の留学生への日本にお

ける就職支援体制の大枠は完成すると考えていま

 す。

inJapanaskedthemseriously.Studentsgatherdfrom

notonlyYamaguchiUniversity,butalsoTokuyama

University,YamaguchiPrefecturalUniversity,and

ShimonosekiCityUniversity.Bysuchinvolvementof

u血versities,werecognizedtheimpo]就anceofsupportof

theUniversityConsortiuminYamaguchiThenumber

ofinternationalstudentswhogotjobsinJapanese

companieshadshiftedlto2before200&However,8

internationalstudentsgotjobsafterthefirstyearof

theJobHuntingFair,andllintemationalstudentshave

alreadybeenunoMciallyhiredinthisfiscalyear.Thisfact

showsthatthisprogramisf血tfdforjobhmting

Ontheotherhand,notalittlestudentshavebeen

unabletogetjobseventhoughtheyintendtowork

inJapan.Theytendtolacktheunderstandingof

aJapanesecompanyandthebussinessculture.In

additiontotheseproblems,itseemsthatJapanese

companiesalsolacktheunderstandingofthe
circumstanceofinternationalstudents.Giventhe

situation,thisLectureonJapaneseBusinessCulture

forInternationalStudentswasplannedinorderto

deepenthemutualunderstandingofbothstudents

andcompanies.Thespeakerscamefrommajor

companieslikeImperialHotel,Ltd.YahooJapanCo.

BenettonJapanCo.,Ltd.ToyoSecuritiesCo.,Ltd.and

PanasonicCo.etc.andsuchexcellentlocalcompanies

asToyoKohanCo.,Ltd.UbeIndustries,Ltd.TOSO

Co.andYamaguchiBroadcastingCo.,Ltd.etc.given

varioustypesoflectures,weexpectthisapproach

todeepenrnutualunderstandingandincrease

thenumberofhiredgraduates.50international

studentsand20Japanesestudentsattendthisclass.

Thislecturealsocreatessuchbenefitsasmutual

understandingbetweenJapanesestudentsand

internationalstudents.Inadditiontotheseattempts,

anewprogram,"BusinessJapanese",isgoingto
beheldforinternationalstudentsfromthisnew

academicyear.Thiswillcompletethegeneral

frameworkofsupportsystemofjob-huntingfor

internationalstudentsinYamaguchiUniversity.

MessagefromanAlumnus

刻鍼鍼(リュウセイセイ)

中国(経済学部観光政策学科)

私は2007年4月に、山口大学の経済学部に入学しま

した。大学に入学する前に、北九州の日本語学校で、1

年半学びましたが、周りには中国人の友達が多かったの

で、日本人と話すチャンスが

なかなかありませんでした。

大学を決めた後、日本人

と交流するため、学校の女

子寮に入りました。ルーム

メートも、周りの友達も全

LiuChengcheng

China(FacultyofEconomics,Tour「smandTravelIndustryPolicy)

IenteredtheFacultyofEconomicsinYamaguchi

UniversityinApril2007.IhadstudiedJapanese

foroneandhalfyearsataJapaneseschoolinKita-

Kyushu,butthereweremanyChinese,soIhad

fewchancestotalkwithJapanese.AfterIchose
りゅ

thisUniversity,11ivedatwomensdormltoryto

havethecommunicationwithJapanesestudents.

MyroommateandmyfriendswereallJapanese,

soIcouldlearntheauthenticJapanese.Ijoinin
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部日本人なので、毎日、生の雰囲気で日本語を学び

始めることができました。また、学校の「よさこい

やっさん」というサークルに入り、ロ本式のダンス

を学び始めました。このサークル活動を通して、私

は日本の文化だけではなく、日本人の団体意識、グ

ループ精神もわかってきました。

大学2年になると、授業も忙しくなりました。毎日電

子辞書を持ち歩き、様々な授業を受けてきました。し

かし、勉強以外に、学外活動にもたくさん参加しまし

た。毎週のサークル練習以外に、日本人のhostfamily

と知り合い、山口のいろいろな名所を案内していただ

きました。また、夏休み中に、韓国のsummerschool

短期留学に参加し、グローバルな視野を持つことがで

きるようになりました。日本に帰った後、広島の国土交

通省でインターシップに参加し、日本での社会経験も

積みました。そして、その経験をきっかけにして、私

は日本で就職することを決心しました。

大学3年にな

ると、日本で就職

するため、エント

リーシートや、SPI

試験、面接などに

ついて学び始めま

した。また、3年

の後期から、日本

人の友達と一緒に

 留」

》

就職活動を始めました。まず、インターネットで様々

な企業にエントリーを出して、企業の説明会を聞きに

行きました。次に、自分に合う企業を探し、企業分析

や、自己分析などを行いました。毎日新しい知識を学

びましたので、とても充実した日々を送りました。

大学4年の3月から、本気の就職活動が始まりま

した。様々な企業のエントリーシートを書いて、最

高一週間で6つの会社に出したこともあります。そ

して、SPI試験を受けたり、面接を受けたりして、日

本中で、いろいろな所を回ってきました。最初はエ

ントリーシートや、面接などで落ちるばかりで、辛い

日々を過ごして

きました。しか

し、その失敗の

中から、経験を

積み、やっと7

月の終わりに、

「JR九州」とい

う企業の内定

をいただきまし

た。仕事を決め

た後、自分のご褒美で、夏休みに親と一緒に上海万

博に行ってきました。さらに、大学残り半年の中で、

卒論以外に、友達と遊んだり、自分がやりたいことを

したり、楽しく過ごしてきました。

私が日本での就職を決意した理由は、もっと日本での

社会経験を学びたいと思ったからです。そして、「JR九

州」を選んだ理由は旅行業や、飲食業など、様々な分野

を通して、今まで日本で学んだことを活かせて、将来中

国と日本の架け橋になれたら良いと思ったからです。

YosakoiYassan,astudentgroupactivity,andI

learnedJapanesetraditionaldance.Throughthis

activity,IbegantounderstandnotonlyJapanese

culture,butalsotheteamworkoftheJapaneseand

groupspirit.WhenIwasasophomore,Ibecame

busier.Iattendedvariousclasseswithmyelectronic

dictionary.Ialsoparticipatedinmanyoutcampus

activities.Inadditiontotheweeklystudentgroup

activities,IgotaJapanesehostfamily,andthey

showedmethesightsofYamaguchi.Duringthe

summervacation,Iparticipatedinashort-term

studyabroad(summerschoo1)inKoreawhich

broadenedmyglobalpointofview.Aftercoming

backtoJapan,IhadaninternshipoftheMinistry

ofLand,Infrastructure,Transport,andTourismin

Hiroshima.Thisexperienceledmetodecidetowork

inJapan.WhenIwasajuniorstudent,Ibeganto

studyaboutentrysheets,theSPItest,interviews,

etc.withmyJapanesefriends.Firstly,Ichecked

andsente-mailstovariouscompaniesthroughthe

Internet,andItookpartincompanyinformation

sessions.Secondly,Istudiedcompaniesandanalyzed

myself.Igotnewknowledgeeveryday,sodailylife

wassofruitfuLWhenIwasasenior,Istartedmy

jobsearchingearnestlyfromMarch.Isentmyentry

sheettovariouscompaniesupto6aweekAndI

wenttomanyplacesfortakingtheSPItestsand

interviews.Inthebeginning,myjobhunting,was

painfulHoweverbecauseIcouldnotgetanyof〔ers.

11earnedmuchfrommyfailures.Atlast,Igotan

㌧葎'

unofficialjobofferfrom"KyushuRailwayCompany"

inlateJuly.Afterfinishingmyjobhunting,Iwent

toExpo2010ShanghaiinChinawithmyparents

asapresenttomyselfandenjoyedtherestofmy

campaslife.

ThereasonofworkinginJapanwasthatI

wantedtoacquiremoresocialexperiencesin

Japan.HopingtomakeabridgebetweenChina

andJapaninthefuture,puttingmyknowledge

throughvariousfieldtourismandfoodindustry,

itisthereasonformetochoosethe"Kyushu

RailwayCompani".
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アリフモ八マド八ッサン

バングラデシュ(経済学研究科経済学専攻)

MohammadHasanArif

Bangladesh(GraduateSchoolofEconomics)

私が山口大学に初めて足を踏み入れたのは7年前

 経課葉感龍霊〆ξ
ます。私はJDS(留学

生支援無償事業)の支

援二の下、経済学部で学

びそして2005年9月に

経済修士号を取得しま

した。27カ月間の日本

での滞在は様々な方面で私の糧になっています。そ

れは経済について学術的に理解を深めただけでなく

人生の全ての局面において言えるものです。日本の

様な独自の文化と多様性をもつ国で暮らすことは非

常に個々人を豊かにしてくれるものです。日本の社会

の良い特色に加え、異文化と触れあう事は人をよりよ

いものへと変化させてくれます。

大学の国際化の波の中で私たちは山口大学に来る

事ができ幸運でした。私たちはJDS学生のための英
語の特別講義を受けましたが日本人の友人と同様に

留学生の友人とも知り合うきっかけとなりました。

友人たちのおかげで私たちの在学生活は快適で思い

出深いものとなりました。教員の方々は協力的でか

つ有益にお世話をしてくださいました。吉田地区に

ある山口大学の

キャンパスの規

模は大きくあり

ませんがきれい

なところで、季

節によって変化

する街路樹の色

にはただただ魅

了されました。

また非常に住み

やすくもありま

 級
ー

 『薮

した。またキャンパス外での生活も山口や近隣に住

んでおられる様々な職業の日本人やバングラディ

シュの友人の思いやりのおかげで非常に楽しいもの

となりました。

私たちが日本とバングラディシュとの架け橋とし

て努力を続ける事が今の私たちの責務であると考え

ております。私たちは既にバングラディシュでJDS
の同窓会を組織しました。この組織がバングラディ

シュの発展における有意義な意見交換の場となるこ

とを願っております。JDSの同窓生達は日本とバン

グラディシュの人々との間にある友情と親善の輪を

より一層強固なものへと育てていく事への必要性を

感じています。それは学術的な知識、社会文化的な

理解、そして私たちの長年続く伝統を互いに認める

ことによって初めて成し得る事ができるのです。母

国に帰国してから私はバングラディシュの公務員と

して働きました。その後、私は幸運なことにダッカ

にある中央事務局の現場に密着した行政に勤務する

事ができるようになりました。最近はダッカの国民

Ithasbeensevenyears,thoughit

seemsonlyyesterday,sinceIfirstentered

YamaguchiUniversity.Istudiedatthe

FacultyofEconomicsunderaJapaneseGrant

AidfortheHumanResourcesDevelopment

Scholarship(JDS)andgotmyMasterof

EconomicsdegreeinSeptember2005.

MytwentysevenmonthsojourninJapan

enrichedmeinvariousways.Notonlyhad

Igainedacademicknowledgeindepthin

economicsbutalsoabouteveryaspectoflife.

Livinginauniqueanddiversecountrylike

Japanenrichesoneimmensely.Themulti-

culturalexposurealongwiththepositivetraits

oftheJapanesesocietymodifiesapersonfor

thebetter.

WewerefortunatetoenterYUduringthe

adventofinternationalizationoftheuniversity.

ThoughwehadaspecialcourseinEnglish

forJDSfellows,wehadtheoPPortunityto

makefriendswithbothJapaneseaswellas

internationalstudents.Ourfriendsmadeour

staycomfortableandmemorable.Thefaculty

wascaring,cooperativeandhelpful.TheYU

campusatYoshidawassmallyetbeautiful.

Thegreeneryandthechangingcolorsof

variousseasonsweresimplyenchanting.

Theamenitieswerequiteadequate.Thelife

outsidethecampuswasalsomadeenjoyable

throughthecaringandaltruistictouchof

someJapaneseandBangladeshifriendsfrom

variouswalksoflifelivinginandaround

Yamaguchi.

Itisimperativethatwecontinueoureffort

asabridgebetweenJapanandBangladesh.

WehavealreadyformedtheJDSAlumni

AssociationinBangladesh.Wearecommitted

tobuildingthisorganizationasaforum

ofexcellencedevotedtothedevelopment

ofBangladesh.JDSAIumniareconscious

oftheneedforforgingandfosteringthe

bondsoffriendshipandamitythatexist

betweenthepeopleofBangladeshandJapan

throughacademicknowledge,socio-cultural

understandingandmutualapPreciationofour

age-oldheritages.

Returninghomecountry,Icontinuedmy

serviceintheBangladeshCivilService.I

hadtheoPPortunitytoserveattheCentral

SecretariatinDhakaaswellasinthefield

leveladministration.Currently,Iamworking

attheNationalParliamentinDhakawith

theParliamentaryStandingCommitteeof
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議会で電力エネルギー鉱物資源省常任委員会と共

に仕事をしています。私は現在、どの地方へ行って

も日本で培った自身の知識を生かし仕事をし、そし

て日本の人々や社会のもつ良い風習をバングラディ

シュの人々に広めていっています。いつか再び山口

大学に訪れる事を願っています。

theMinistryofPower,Energy&Mineral

Resources.EverywhereIamutilizingmy

attainmentsinJapanandtryingtoinfusethe

positivetraitsofJapanesepeoPleandsociety.

IhopetovisitYamaguchiUniversityagain

someday1

InformationfromFaculties

理工学研究科はインドネシアのウダヤナ大学と連

携し、衛星リモートセンシング人材育成事業を2009

年から実施しています。この事業は、衛星リモート

センシングデータの利用を通じて、衛星データの知

馨三梨更鷺書吟一細
成し、宇宙利用

技術を普及、促

進させることを

目的としていま

す。事業の内容

は、衛星リモー

トセンシングデータの解析、アーカイブ作成、地球

環境問題、防災、植生、海洋などへの応用分野での

教育、研究です。2010年からは遠隔授業システムを

利用し両大学の共同授業が始まりました。授業科目

は、「宇宙工学・衛星リモートセンシング特論」、

「デジタル映像処理特論」、「自然災害特論」、「空

間情報学特論」、「環境流体力学特論」、「環境リ

モートセンシング特論」、「海洋・大気力学特論」、

「気候変動特論」、「陸域・水域・植生保全特論」、

「沿岸・湖水環境特論」を開講iしています。

TheGraduateSchoolofScienceandEngineering

hascollaboratedwithUdayanaUniversityon

aprojectofHumanResourcesDevelopmentin

SatelliteRemoteSensingsince2009.

Theaimsofthisprojectaretofosterhuman

resourcesspecializingtheknowledgeand

technologythesatellitedatabyusingsatellite

remotesensingdata,andtopopularizeand

promotethetechniqueofspaceutilization.

Thecontentofthisprojectistolearnandto

makearesearchinapracticalfieldsuchas

analyzingthedataofSatelliteRemoteSensing,

creatingarchives,environmentalissues,disaster

prevention,vegetation,theocean,etc.Theclasses

byadistancelearningsystemstartedin2010.

Thecoursecontains:SpaceEngineering&Satellite

RemoteSensing,DigitalImageProcessing,

DisasterMitigation,AdvancedGeo-lnformatics,

EnvironmentFluidDynamics,Environment

RemoteSensing,Oceanography,ClimateChange,

Land,Water&VegetationConservation,and

SpaceEngineering&SatelliteRemoteSensing.

昨年度は国際化推進事業の一環として、交換留学

生や大学院進学を目的とした研究生のための特別支

援プログラムを実施しましたが、今年度は人文学部

の教育研究活性化経費により同プログラムの2年目

を実施しています。外部講師の協力を得て、9月か

ら同プログラムを週6コマ先行スタートさせ、10月

からは専門日本語補講と組み合わせることにより、

週12コマの授業を実施しています。「聴くトレーニ

ング」「読むトレーニング」「書くトレーニング」

「話すトレーニング」と日本語の4技能を補強する

内容です。昨年度と異なるのは「日本語の勉強室」

Thefirstspecialneedsprogramin2009was

aimedatinternationalexchangestudentsand

researchstudentswhoplannedtogotograduate

school.Thisfiscalyear,thisprogramisprovided

bytheexpenseofeducationalresearchactivation

inthefacultyofHumanities.Thisprogramstarted

6classesperweeklastSeptember,andexpanded

tol2classesperweekbyconviningspecial

Japanesesupplementarylectures.Thisprogram

includescooperationwithfacultiesfromoutside

theuniversity.Thisprogramcontains"Listening
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を設けて、日本語教育能力検定試験に合格した人文

学部の原菜月さんにスチューデント・アシスタント
をお願いして留学生の弱点補強をしていることで

す。また、日本語教師を目指す留学生や日本人のた

めの「日本語教師養成講座」を新設したところ好評
を博しています。これは、担当の木村直美先生の熱
意と功績によるところが大きいものと考えられま

 ＼廼ミ必

 す。

このプログラ

ムを通して、交

換留学生や研究

生が大学の専門

の授業に日本人

学生と肩を並べ

て参加できるように、また、留学生が疎外感を持た
れることがないように、大学の中にしっかりした居

場所が確保できるようにしていきたいと思います。
このプログラムには、経済学部や教育学部の留学

生も参加しています。

(写真は、家根橋伸子先生のタイと中国の交換学生
の多いクラスの授業風景。)

Training","ReadingTraining","WritingTraining",
and"SpeakingTraining".Wesetupa"Japanese
studyingroom"andhiredNatsukiHara(thefaculty
ofHumanities)whopassedthe"JapaneseLanguage

TeachingCompetencyTest"asaStudentAssistant
inordertohelpinternationalstudentstoimprove

thierJapaneseskill.A"JapaneseTeacherTraining
Course"forforeignandJapanesestudentswho

aimtobeaJapaneseteacherwasestablished,and

evaluatedwellduetothezealandaccomplishments

ofNaomiKimura,ateacherofthisprogram.

Throughthisprogram,wehopethat

internationalexchangestudentsandresearch

studentscantaketheirmajorclassesatthesame

levelasJapanesestudents.Wealsohopethat
internationalstudentswillnotfeelalienatedinthis

University.StudentsinthefacultiesofEconomics
andEducationalsoattendthisprogram.

(ThepictureintheleftsideshowsNobuko
YanebashiandexchangestudentsfromThailand

andChina).

卒業した留学生のみなさんが近況を書き込める掲
示板を開設しました。今、どうしているか、山口の
思い出などを、ぜひ、書き込んでみてください。

傷

◎診し

USERID:ryugakusel
PASSWORD:YUISNWO7

YamaguchiUniversityhasopenedabulletin
boardforyou,YUalumni.Pleasedofeelfree
towriteYU,youralmamater,andyourfellow

alumnisoyoucanletthemknowaboutwhatyou
havebeenuptolatelyincludingyourmemories

fromyourYUdaysandsoforth.Thankyou.
USERID:ryugakuseiPASSWORD:YUISNWO7

このニューズレターがみなさんの所に届いてい

るか確認をしたいと思います。このニューズレ
ターを受け取った方は、メールかはがきで、以下

の「山口大学留学生センター」宛てにご連絡下さ

 いo

皆さんのご連絡先の変更や、ニューズレターに

対するご感想・ご要望なども書き添えていただけ
れば幸いです。よろしくお願いします。

Wewouldliketoconfirmifthisnewsletteris

reachingallofitsrecipients,soforeveryonewhois
receivingthisnewsletter,pleasesendaconfirmation
e-mailorpostcardtotheYamaguchiUniversity
InternationalStudentCenter.Pleasewriteany

questionsorcommentsaboutthenewsletterand
anychangesaboutpersonalinformation.Thank
youforyourcooperationandsupPort.
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